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★ ハワイ語で書かれた本 
   

  

　この前、ハワイ語の本を読むと、コロポッ

クルの話がありました。 

　「古い時代に、日本に、ここハワイのメネ

フネと同じく小さな人々が住んでいました。

その人たちは、アイヌ語でコロポックルという

名の人たちです。 

　『コロポックル』の意味はアイヌ語で『小さ

い人たち』という意味です。 

［註：しかし、コロポックルは『フキの下にい

る人』であると読めます］ 

　彼らは北海道という島にだけ住んでいまし

た。日本語でフキと呼ばれるもの（コロコ

ニ）の下に住んでいたのでした。フキの葉は

傘のようなもので、とても大きいものだとい

います。その人たちはアイヌの人たちの手助

けをしたがるのです。そのため、アイヌの人

たちは、感謝しながら、眠る前にフキの上に

おいしいものを置きました。」 

　と書かれていますが、グリム童話「小人の

くつ屋」と似たような話だと思われる所もあ

るのです。アイヌの昔話は少し違います。私

が知っているのは以下の通りです；「コロポ

ックルは隠れて人間の家に魚を置いていくの

ですが、ある日人間に手を捕まれて姿を見ら

れたので、怒り去ってしまいました」という

話のようなものです。 

［横山　裕之］沙流・千歳
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